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Ⅰ 学校の沿革

平成 ３・ ４・ １ 開校 台東区立福井中学校及び台東区立蔵前中学校の統合により、

台東区立浅草中学校として開校。初代福沢幾男校長、台東区立蔵前中学校長より転補。

４・ ８ 第１回入学式

１０・ ３ 校歌制定

１０・２５ 開校記念式典

４・ ３・１９ 第１回卒業式（２２２名卒業）

５・２７ 特別棟新築工事完了

５・ ３・１９ 第２回卒業式（１７７名卒業）

４・ １ 第２代正田清明校長、台東区立竜泉中学校長より転補。

６・ ３・１９ 第３回卒業式（１７７名卒業）

７・ ３・１９ 第４回卒業式（１８２名卒業）

１１・ ２ 開校５周年記念式典

８・ ３・１９ 第５回卒業式（１５３名卒業）

４・ １ 第３代米倉功蔵校長、台東区立蓬莱中学校長より転補。

９・ １・２７ 台東区教育委員会研究協力学校研究発表会

３・１９ 第６回卒業式（１６６名卒業）

１０・ ３・２０ 第７回卒業式（１４３名卒業）

１１・ ３・２０ 第８回卒業式（１５３名卒業）

４・ １ 第４代大越篤校長、江戸川区立篠崎第二中学校長より転補。

１２・２４ 大規模改造工事第１期工事（６・２～）完了

１２・ ３・１８ 第９回卒業式（１５３名卒業）

１２・２２ 大規模改造工事第２期工事（７・１０～）完了

１３・ ３・１９ 第１０回卒業式（１３０名卒業）

１０・１５ 大規模改造工事第３期工事（７・９～）完了

１０・２４ 開校１０周年記念式典

１４・ ３・２０ 第１１回卒業式（１３９名卒業）

４・ １ 第５代中村日出夫校長、品川区立城南中学校長より転補。

１５・ ２・ ３ 台東区教育委員会研究協力学校研究発表会

３・２０ 第１２回卒業式（１３５名卒業）

１６・ ３・１９ 第１３回卒業式（１２４名卒業）

１７・ ３・１８ 第１４回卒業式（８５名卒業）

４・ １ 第６代杉山政一校長、台東区立桜橋中学校長より転補。

文部科学省学力向上拠点形成事業研究指定校に指定される。

１８・ ３・２０ 第１５回卒業式（４８名卒業）

１９・ ３・２０ 第１６回卒業式（５１名卒業）

１１・１６ 文部科学省指定学力向上拠点形成事業研究協力校研究発表会

１２・２０ 屋上庭園完成

２０・ ３・１９ 第１７回卒業式（７１名卒業）

２１・ ３・１９ 第１８回卒業式（１００名卒業）

２２・ ３・１９ 第１９回卒業式（１３８名卒業）

２３・ ３・１８ 第２０回卒業式（１６２名卒業）

Ⅱ 教育課程の概要

１ 学校の教育目標

◎ 高い知性と感性に富んだ実践力のある人間を育てる。 『仁』思いやりの心をもとう。

◎ 心身ともに健康で、思いやりのある人間を育てる。 『義』規律正しい生活をしよう。

このことの達成のために、校章に込められた願いから 『礼』礼儀正しくしよう。

『仁』 『義』 『礼』 『智』 『信』 『智』学力を身につけよう。

を実践する。 『信』互いに信頼し合い、仲良くしよう。

学校の教育目標達成のための基本方針

①全教育活動を通して、人権尊重の精神に基づき、人権尊重の意識・態度を育成する指導を充実し、生徒一人一人

が他者のよさを認め、互いに信頼し合えるように、心の教育を推進する。

②生徒の個性や能力に応じた指導及び基礎・基本の指導の徹底を通して、生涯を通じて学習を継続する意欲や態度

の育成に努める。

③心身ともに健康で人間性豊かな生徒を育成するため、全教職員の共通理解・同一歩調のもと、基本的生活習慣の



指導の徹底と規範意識の向上を図る。

④「確かな学力」を育成するために、適正な授業時数を確保し、教員の自己研鑽を通して、授業力を高め、教育水

準の向上に努める。

⑤地域の文化・伝統にふれる機会を積極的に活用し、未来の日本を担う高いこころざしと国際社会に貢献できる資

質をもつ生徒の育成に努める。

⑥保護者や地域住民の学校運営への参画を求め、学校評価を学校経営計画に反映させるとともに、その実施を広く

公開することでより一層開かれた学校づくりの実現に努める。

⑦健康の保持増進、体力の向上を目指し体育的活動の充実を図る。

２ 学校経営方針をうけた教育課程編成の基本的な考え方

（１）学校評価の結果を受けた教育課程の改善の視点

①学力の向上を最重要課題と受け止め、すべての生徒に、自らの学力向上を実感させる教育を行う。そのために、

日々研修に励み、校内研修を充実させ、改善点を学期ごとの授業改善推進プランに反映させる。

②自己実現・夢を叶える学校作りのため学年・学級経営の充実を図る。

③生徒数増に合わせ、「心のあいさつ」をはじめとした基本的生活習慣の更なる定着を目指し、生徒の作成した「浅

中しぐさ」の励行を図る。

④台東区の公立中学校として、地域の人材・文化施設等を積極的に活用し、校外学習や職場訪問、職業体験等の体

験学習を通して、身近な地域の理解を深める。

⑤生徒会活動、文化部・運動部の活動の充実を図り、生徒の生きがい作りに努める。

（２）教育課程の特色

①土曜学校公開日を年１１日設定し、授業時数の確保を図るとともに、保護者・地域に教育活動を積極的に公開す

る。

②都立蔵前工業高校との連携型中高一貫教育推進校として交流を深め、一層の連携を図る。

③補充学習の充実を図るため、区学力向上推進ティーチャー・「大学生が先生」を有効に活用し、生徒一人一人の

学習内容の理解を深める。

３ 指導の重点

(１) 教育課程の特色（「魅力ある教育活動の推進」事業を含む）

①知 基礎学力の定着のために、学習状況に合わせた授業改善推進プランの作成と共に、授業外での補充学習の充

実を図る。絶対評価「１」ゼロ宣言

②徳 「夢を叶える学校」のスローガンの元、生徒一人一人が夢を持ち、こころざしを高く掲げ、生きがいのある

学校生活を送らせる。

③体 健康の保持増進、体力の向上を目指し、全校体制で「スポーツ推進校」に取り組み、全国体力・運動能力平

均以上を目指す。

魅力ある教育活動として、以下の取り組みを行う。

ア ３年生の希望者を対象に夏期休業中の林間学校において「勉強合宿」を行う。

イ 放課後の時間を利用し、英語・数学の発展的な学習を行う。また、「大学生が先生」事業を活用した補充学習

を行う。

ウ 東京時代祭等、地域行事への積極的な参加や地域事業所における職場訪問・職業体験の活動等を通して、伝統

・文化・芸能・地域の宝物を受け継ぎ、豊かな心を育てる。校外学習では区内文化施設を積極的に利用して、

地域理解を図る。

エ 部活動の充実のため、技能の指導とともに心（礼節を重んじる、耐える、集中する）の指導に力を注ぎ、生徒

の自己実現に努める。

(２) 必修教科、選択教科、道徳、特別活動、総合的な学習の時間

① 必修教科

・ 全教育活動を通して表現力育成に取り組み、養った力を授業や生活に活かし、自ら獲得した知識を活用する。

・ 昨年度の学習評価、区・都等の学力調査の結果を分析し、各学期ごとに授業改善推進プランを作成し、目標

に準拠した評価の規準や目安を生徒や保護者に明示し、各授業のねらいを定め、生徒の学習意欲を高める工

夫をする。特に「授業開始５分間」の取り組みを推進する。

・ 生徒一人一人の学習定着度を十分に把握し、基礎・基本の定着に重点を置いた指導を徹底し、

習熟度に応じた指導をさらに推進する。

・ 数学科では、少人数指導による授業を実施し、習熟度に応じた指導を推進する。

・ 特別支援教育の理念に基づき、配慮を要する生徒に関して、個別の教育支援計画を策定する

とともに個別指導計画を作成し指導にあたる。

② 選択教科

・ １年生の選択教科については、中学校生活に必要な基礎体力の増進を図るため保健体育(１５時間）を学校



選択とする。

・ ２年生の選択教科については、必修で学習した内容の定着を図り、活用の場面を設けるために、英語（２０

時間）、数学（２０時間）をそれぞれ学校選択とする。

・ ３年生の選択教科については、必修で学習した内容の定着を図り、活用の場面を設けるために、生徒の興味

・関心に沿って国語・数学(３５時間）を選択授業とし、英語（３５時間）を学校選択とする。

③ 道徳

・ 生徒一人一人の情操を豊かにし、道徳的実践力を高める。そのために、道徳の全体計画及び年間指導計画を

精査し、生徒の心情に訴える授業の展開を図る資料の収集と活用を図る。

・ 副読本とともに「心のノート」を計画的に活用し、道徳の時間の充実を図り、道徳的な心情を培う。

・ 台東区「こころざし高く」の資料を活用し、社会に貢献できる生徒の育成を図る。

・ 「浅中しぐさ」の日々の実践を図り、規範意識の高揚を推進する。

・ 道徳授業地区公開講座を開催し、全学級の授業を公開し、心の教育や学校・家庭・地域における道徳教育の

在り方や連携について、相互の理解を深め、協力体制を整える。

・ 勤労の尊さや意義を理解し、奉仕の精神をもって、公共の福祉と社会の発展に努める態度を育成するため、

地域における職場訪問や職業体験を実施する。

④ 特別活動

・ 学級活動や生徒会活動、学校行事などを通して、生徒一人一人の自主的、積極的な活動をうながす指導を行

う。特に、生徒会活動を通して、全校生徒の自主自立の意識向上を図る。

・ 生徒会を中心として、校内や区で主催するボランティア活動に積極的に取り組み、自主的な実践力を養う。

・ 心とからだの健康づくりを目指し、年間指導計画に基づいた「性にかかわる指導」及び「薬物乱用防止に関

する指導」を計画し、推進する。

・ 生徒一人一人の特性を見極め、人権感覚を磨き、集団の中での相互のかかわりを大切にし、深めるため、学

校行事の積極的な推進を図る。

⑤ 総合的な学習の時間

・ 「コミュニケーション能力の育成」をテーマに、言葉で表現することにより、実践を通して身に付けた知識

・技能の活用を図り、発表力を高める。具体的な方策として、各学年スピーチコンテストの実施、パソコンを利

用したプレゼンテーションなどの発表の機会を設ける。

・「調べ学習」をテーマに、行事や身近な活動を題材にして、自ら課題を見付け、調べ、体験し、まとめ、発表

することを通して、課題解決の能力を養うとともに、学び方・ものの考え方等の習得を図る。

(３) 生活指導・進路指導(キャリア教育・こころざし教育）

ア 生活指導

・ 「人権尊重の意識・態度の育成」を学校教育全般にわたって推進し、基礎的・基本的な全体指導の徹底を図る。

・ 「下町台東の美しい心づくり運動」の推進を図り、「心のあいさつ運動」を展開することにより、人とのかか

わりを深め、学校内外の生活指導の徹底を図る。

・ 全教育活動を通して、思いやりのある言動を身に付けさせる。特に、よい言葉遣いに対する意識の高揚を図る。

・ 生徒会を中心に計画的に「浅中しぐさ」の定着を図り、生徒の自治活動を推進する。

・ 組織的・計画的な生活指導の充実を図り、集団の一員としての自覚を高め、望ましい社会性と基本的生活習慣

の定着、規範意識の育成を図る。

・ 学校不適応生徒への適切な支援を進めるため、家庭・地域・関係機関との連携、さらにスクールカウンセラー

を含めた生活指導部会を毎週行い、情報の共有化を図り、不登校生徒等への支援体制を強化する。

・ 家庭・地域・関係機関との連携を強化し、教師と生徒の信頼関係をもとに、いじめの早期発見・解決への取り

組みを行う。

・ 危機管理に対する意識を高め、関係諸機関との連携を図り、避難訓練（学校１１０番通報訓練を含む）や安全

指導（セーフティ教室を含む）を計画的に実施することで、緊急時の適切な判断力と行動力を養う。

イ 進路指導

・ 「地域や国を担う高いこころざし」を受けて、「心のあいさつ」を基本とした基本的な生活習慣の確立を目指

すとともに社会に貢献できる生徒を育成する。

・ ３年間を見通した計画的指導により、望ましい勤労観・職業観を身に付けさせるとともに、生徒一人一人の個

性・適性を生かし、自己理解への意欲とともに自己実現を図る態度と能力を養う。

・ 「キャリア教育」の一環として、身近な職業調べ、職場訪問・職業体験や上級学校訪問等を

実施し、進路フェア等への積極的な参加をうながし、将来、自立し社会に貢献できる人間形成を行う。

・ 進路の悩みや課題を解決するため、生徒一人一人についての相談や指導を充実する。



４ 学年別授業日数及び授業時数の配当

(１) 年間授業日数配当表

月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３ 合計

学年

１ １６ １９ ２２ １４ ０ ２１ ２０ ２２ １８ １７ ２２ １６ ２０７

２ １７ １９ ２２ １４ ５ ２１ ２０ ２２ １８ １７ ２２ １６ ２１３

３ １７ １９ ２２ １４ ０ ２１ ２０ ２２ １８ １７ ２２ １３ ２０５

・ 開校記念日は、６月２８日のため６月は１日減。

備考 ・ 入学式（４月７日）のため、第１学年の４月は１日減。

・ 卒業式（３月１９日）のため、第３学年の３月は３日減。

・ 長期休業中の授業日の設定（８月２２日、２３日、２４日、２５日、２６日）のため、第２学年

の８月は５日増。

・ 振替のない土曜学校公開日を１０日間設定したため、全学年６月は１日増、７月は１日増、９月

は１日増、１０月は１日増、１１月は２日増、１２月は２日増、１月は１日 増、２月は１日増。

(２) 授業時数確保の方策

① 毎日の授業時数を累積し、年間の総時数を常に意識して、適宜授業変更を行う。

・ 年度当初、年間を通した授業時数の見込みを算出する。

・ 通年を通しての実施ができない教科の時数を考慮して、時間割は３期制とし、年間を通して行事や休日等によ

る授業時数の偏りを調整する。

・ 教員の出張、休暇等による時間割の変更も同様に調整する。

② 余剰時間を計画的に各教科等へ振り替える。

③ 行事準備にかける時間を精選する。三者面談、２年職業体験は、夏季休業中に行う。

(３) 必修教科、選択教科、道徳の時間、特別活動（学級活動）、総合的な学習の時間の年間授業時数配当表

学年

１ ２ ３

区分

国 語 １４４ １０９ １０９

社 会 １０９ １０９ ８９

数 学 １４４ １０９ １４４

必 理 科 １０９ １４４ １４４

修 音 楽 ４７ ３７ ３７

教 美 術 ４７ ３７ ３７

科 保 健 体 育 ９２ ９２ ９２

技 術 ・ 家 庭 ７２ ７２ ３７

英 語 １０９ １０９ １０９

小 計 ８７３ ８１８ ７９８

選択Ⅰ（保健体育） １５

選 選択Ⅱ（英語） ２０ ３５

択 選択Ⅲ（数学） ２０

教 選択Ⅳ（国語、数学） ３５

科

選 択 教 科 合 計 １５ ４０ ７０

道 徳 の 時 間 ３５ ３５ ３５

学 級 活 動 ３５ ３５ ３５

総合的な学習の時間 ５８ ８８ ７８

総 計 １０１６ １０１６ １０１６

標 準 時 数 と の 差 ３６ ３６ ３６

・ １単位時間は５０分とする。

備 ・ 土曜学校公開として年間２８時間各教科及び道徳、総合的な学習の時間の授業を行う。

考 ・ 「総合的な学習の時間」のうち、「表現力育成授業」を各学年、年間で１０時間行う。

・ 朝の１０分程度の時間を活用して、必修教科の国語を年間２時間、社会科を年間２時間、数学を

年間２時間、理科を年間２時間、英語を年間２時間、教育課程に位置付ける。

・ ２学年は、夏季休業中に「総合的な学習」として職業体験（６時間×３日）＋前日指導（２時間）

及び事後指導(２時間）、計２２時間実施する。



(４) 学校裁量の時間の扱い

ア 配当時間 ７０ 時間

イ 活動内容 「全校の時間」及び「学年の時間」を設定する。

・ 教科等 ３０時間 全校

・ 学校行事のための事前・事後指導 １０時間 全校

・ 教育相談・進路相談 １０時間 各学年

・ 集会に関する活動・生徒会活動 １０時間 各学年

・ 補充学習 １０時間 各学年

(５) 選択教科

学 年 １ ２ ３

配当時間数 １５ ３５ １０５

選 実施時期・時間数 ４月～６月・１５時間

択

Ⅰ 教科（コース数） 保健体育（６）

選 実施時期・時間数 年間・隔週 ２０時間 年間 ３５時間

択 英語（５） 英語（４）

Ⅱ 教科（コース数）

選 実施時期・時間数 年間・隔週 ２０時間

択 数学（５）

Ⅲ 教科（コース数）

選 実施時期・時間数 年間 ３５時間

択 国語（４）、数学（４）

Ⅳ 教科（コース数）

(６) 指導方法の工夫改善に伴う教員加配の計画

学年

１ ２ ３

教科

ａ：通年 ａ：通年 ａ：通年

ｂ：６時間 ｂ：９時間 ｂ：４時間

数 学 ｃ：２１０時間 ｃ：３１５時間 ｃ：１４０時間

ｄ：２学級３展開 ｄ：２学級３展開 ｄ：２学級３展開

週３時間少人数 １学級２展開 週２時間少人数

週２時間少人数

ａ：実施時期 ｂ：週あたり増時数 ｃ：合計増時数 ｄ：方法

５ 日課表 ６ 学校行事

登 校 8:20 4月 6日 始業式 10月 15日 土曜学校公開日⑤

7日 入学式 道徳地区公開講座

職員朝会 8:15～ 8:25 5月 13日 生徒総会 10月 29日 文化祭（東京都教育の日）

朝 学 習 8:25～ 8:35 17日～ 19日 修学旅行（３年） 11月 3日 東京時代祭（1年）

学 活 8:35～ 8:45 6月 6日～ 9日 霧ケ峰移動教室（２年） 5日 土曜学校公開日⑥

第１校時 8:45～ 9:35 18日 土曜学校公開日① 10日 校外学習（職場訪問１年）

第２校時 9:45～ 10:35 19日 運動会 19日 土曜学校公開日⑦

第３校時 10:45～ 11:35 28日 開校記念日 12月 3日 土曜学校公開日⑧

第４校時 11:45～ 12:35 7月 16日 土曜学校公開日② 17日 土曜学校公開日⑨

給 食 12:35～ 1:05 20日 第１学期終業式 22日 第２学期終業式

予 鈴 1:25 27日～ 30日 部活勉強合宿 1月 10日 第３学期始業式

第５校時 1:30～ 2:20 8月 23日～ 26日 職業体験（事前事後 21日 土曜学校公開日⑩

第６校時 2:30～ 3:20 指導含む）（２年） 2月 4日 土曜学校公開日⑪

学 活 3:25～ 3:35 9月 1日 第２学期始業式 5日～ 8日 連合作品展

清 掃 3:35～ 3:45 3日 土曜学校公開日③ 3月 8日 合唱コンクール

下 校 4:00 16日 生徒会選挙 14日 音楽鑑賞教室(1年）

部 活 動 ～ 6:30 17日 土曜学校公開日④ 19日 卒業式

27日 区連合陸上競技大会 23日 修了式



Ⅲ 教職員の概要

１ 教職員一覧

番号 職 名 氏 名 学 年 教科・担当 校 務 分 掌

1 校 長 杉 山 政 一 経 営 学校経営

2 副校長 増 田 律 子 経 営 学校経営

3 主幹教諭 荒 井 清 治 １年主任副担任 ◎技 術 生活指導主任

4 教 諭 富 森 一 行 １年１組担任 ◎保健体育 生活指導

5 教 諭 宮 本 裕 梨 １年２組担任 英 語 教務

6 主任教諭 丸 山 匠 勇 １年３組担任 国 語 進路学習指導主任

7 教 諭 猪 狩 菜穂子 １年４組担任 ◎家庭科 生活指導

8 教 諭 瀬 尾 治 里 １年５組担任 数 学 教務

9 教 諭 渡 邊 和 貴 １年６組担任 社 会 教務

10 教 諭 今 野 庸 １年副担任 理 科 進路学習指導

11 教 諭 木根渕 優 子 １年副担任 ◎音 楽 教務

12 教 諭 河原林 宏 冶 １年副担任 数 学 生活指導

13 教 諭 杉 本 富 子 １年副担任 理 科 進路学習指導

14 主幹教諭 上 河 恭 子 ２年主任１組担任 ◎国 語 生活指導

15 教 諭 渡 邉 隆 之 ２年２組担任 数 学 生活指導

16 教 諭 立 矢 真 大 ２年３組担任 ◎数 学 教務

17 主任教諭 板 垣 功 ２年４組担任 英 語 進路学習指導

18 教 諭 藤 田 要 子 ２年５組担任 社 会 生活指導

19 教 諭 谷 口 定 夫 ２年６組担任 理 科 教務

20 主任教諭 野 呂 芳 子 ２年副担任 保健体育 生活指導主任

21 教 諭 石 渡 聖 一 ２年副担任 ◎美 術 教務

22 教 諭 百 瀬 和 弘 ２年副担任 数 学 生活指導

23 非常勤教諭 米 原 光 夫 ２年副担任 音 楽

24 主任教諭 大 島 明 人 ３年主任１組担任 ◎英 語 進路学習指導

25 教 諭 中 嶋 亮 ３年２組担任 数 学 生活指導

26 主幹教諭 仲 江 徹 ３年３組担任 ◎社 会 教務主任

27 教 諭 工 藤 彰 浩 ３年４組担任 保健体育 生活指導

28 主任教諭 蠣 﨑 裕 子 ３年副担任 ◎理 科 進路学習指導

29 養護教諭 梅 津 桂 子 ３年副担任 養 護 生活指導

30 非常勤教諭 新 井 美 孝 ３年副担任 国 語

31 教 諭 小 池 晶 子 ３年副担任 国 語 教務

32 事務主任 武 井 宏 樹 事 務 事務・施設管理

33 事務主査 久 保 美惠子 事 務 事務・施設管理

34 栄養士 伴 佳 子 栄 養 保健・給食、事務

35 用 務 坂 本 哲 美 用 務 事務・施設管理

36 用 務 澤 山 泰 子 用 務 事務・施設管理

37 ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ 廣 瀬 信 慶 ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ

38 講 師 石 川 美奈子 国 語

39 講 師 山 本 恵利華 理 科

40 講 師 山 口 裕一郎 保健体育

41 講 師 方波見 哲 雄 技 術

42 区学力推進 T 松 野 卓 司 数 学

43 区学力推進 T 澤 田 久美子 英 語

教科の◎は教科主任
（学校医）

小川裕一郎（内 科) 鬼久保至彦（歯 科） 増野 彰（眼 科） 立岡 英宏（耳鼻科） 待井 啓子（薬剤師）



２ 運営組織

分 野 担 当 内 容 担 当 者

教育課程の編成 仲江

年間行事計画、月行事予定 仲江

授業実施時数管理 立矢、瀬尾

儀式・朝礼の計画 仲江
教 教 育 計 画

時間割（平常・臨時）、補教 立矢、瀬尾

選択教科、講師連絡 仲江

定期考査・学習計画・結果処理 木根渕、石渡、小池

務 学校評価（職員、生徒、保護者、地域） 河原林、立矢

転入・転出事務（スクールオフィス管理） 瀬尾

指導要録、出席簿、学級日誌、週案、教務手帳 木根渕、宮本、河原林
学 籍

教科書・副教材 渡邊、木根渕
部

生徒情報データベースの保管・管理 瀬尾、谷口、仲江

教 育 実 習 教育実習受入事務、実習生指導計画・連絡調整・評価関係事務・反省会 谷口

放 送 学校放送計画の作成と推進、放送室管理、チャイムの設定と管理 石渡、谷口

学校公開関係資料の作成・印刷 河原林、渡邊、宮本

広 報 学校便り『飛翔』発行 渡邊、瀬尾、河原林

浅草中 HP作成と更新、学校あてメール管理 石渡、谷口

入学式のしおり・卒業のしおり・学事報告・職員名簿作成、印刷 仲江、宮本、河原林

そ の 他 その他、教務関係配布物印刷 木根渕、河原林

スクールオフィス日程管理、学校要覧、職員朝会司会、企画会司会 仲江

教科・学級 指導計画作成と推進、授業時数管理、評価基準、朝学習の計画、資料整備 丸山,板垣,蠣﨑
進
路 道 徳 指導計画作成と推進、資料収集・管理と提供 丸山,板垣,大島
学
習 総 合 指導計画作成と推進、表現力育成授業計画・推進、資料収集・管理と提供 今野、杉本、板垣、蠣﨑
指
導 図 書 図書教育の推進、事務と管理、図書室及び準備室管理 丸山,板垣,大島
部

進 路 指 導 進路指導･ｷｬﾘｱ教育の推進､各種診断テスト計画・実施と管理､連携型中高一貫 丸山、今野、杉本、板垣、
教育の計画と推進､進路台帳･文章類の管理､関係資料の収集・管理と提供 大島

生活指導計画 生活指導全般、指導計画、地区集会運営、生活指導主任会、学警 荒井、富森、上河、
連、祭礼パトロール、生徒手帳保管・管理、生徒個人写真、ネク 猪狩、工藤
タイ・リボンの管理、落とし物管理、朝礼・集会整列身なり指導

生
生活指導部会計 生徒会会計、再発行の生徒手帳代の管理と会計 猪狩、中嶋

活
部 活 動 活動計画、入部事務、部活動の運営、部活合宿 富森、工藤、渡邉

指
教 育 相 談 特別支援ｺー ﾃ゙ ｨﾈー ﾀー 、不登校生徒の実態把握、ｶｳﾝｾﾘﾝｸ゙ 、諸機関との連絡 梅津、野呂

導
生 徒 会 生徒会行事計画、役員会・中央委員会・専門委員会指導 中嶋、猪狩、渡邉

部
安 全 指 導 防災計画、避難訓練、安全指導、登校指導、地域班編制 工藤、藤田、百瀬

環 境 美 化 清掃分担、大掃除計画、学校美化活動、校内掲示板の割り当て、管理 猪狩、藤田、百瀬

保健・給食指導 保健室の利用、緊急時の対応、給食指導､白衣点検、給食事務 野呂、梅津、伴

事 事 務 庶務、経理、施設、給与、就学援助、福利厚生関係事務 武井、久保
務
施 施 設 整 備 施設整備、光熱水節減推進 武井、久保
設
管 台東区教育研究会関係 梅津、猪狩、増田、仲江、新井

理
部 区互助会関係事務 武井



３ 委員会担当 （◎委員長）
校内研修委員会 ◎谷口・富森、荒井、仲江、大島
文化的行事委員会 ◎猪狩、丸山、上河、木根渕、石渡、蠣﨑
体育的行事委員会 ◎工藤、野呂、富森、今野、杉本、宮本、立矢、渡邉隆、中嶋、百瀬
学校保健委員会 ◎野呂、梅津、宮本、藤田、小池
中高連携教育推進委員会 ◎仲江、丸山、渡邊和、板垣、藤田、中嶋
視聴覚委員会 ◎谷口、瀬尾、立矢、石渡、蠣崎、河原林
特別支援コーディネーター ◎梅津、荒井、上河、大島
企画委員会 ◎校長、副校長、武井、各主任

４ 生徒会専門委員会・生徒会誌担当 生徒会誌 ：上河・仲江

学級委員会：荒井・上河・大島 生活委員会：富森・板垣・渡邉・工藤
保健委員会：木根渕・谷口・梅津 給食委員会：宮本・野呂・百瀬・仲江
整美委員会：渡邉・河原林・立矢・小池 広報委員会：今野・瀬尾・杉本・石渡・蠣崎
図書委員会：丸山・藤田・米原・新井

５ 教職員数 （ ）は区非常勤職員、民間委託職員

職 校 副 教 諭 養 栄 講 主 事 調 合

校 国 社 数 理 音 美 保 技 英 護 養 用 事 理

名 長 長 語 会 学 科 楽 術 体 家 語 教諭 士 師 務 務 士 計

男 １ ２ ２ ６ ２ １ １ ２ １ ２ ２ (１) １ （３） ２９

女 １ ２ １ １ １ １ １ １ １ １ ２ (１) １ （６） ２３

計 １ １ ４ ３ ６ ３ ２ １ ３ ２ ３ １ １ ４ (２) ２ （９） ５２

他 スクールカウンセラー(１)

Ⅳ 生徒の概要

１ 平成２３年度在籍生徒数 男子 ３０５名 女子 ２３９名 合計 ５４４名

２ 学年・学級編制 （◎学年主任）

学 年 学 級 男 子 女 子 計 学 級 担 任 副 担 任

1組 ２０ １５ ３５ 富 森 一 行
◎荒 井 清 治

１ ２組 ２０ １４ ３４ 宮 本 裕 梨
今 野 庸

３組 ２０ １４ ３４ 丸 山 匠 勇
木根渕 優 子

年 ４組 ２０ １４ ３４ 猪 狩 菜穂子
河原林 宏 冶

５組 ２０ １４ ３４ 瀬 尾 治 里
杉 本 富 子

６組 ２０ １５ ３５ 渡 邊 和 貴

計 １２０ ８６ ２０６

１組 １９ １４ ３３ ◎上 河 恭 子
野 呂 芳 子

２ ２組 １９ １５ ３４ 渡 邉 隆 之
石 渡 聖 一

３組 １９ １５ ３４ 立 矢 真 大
米 原 光 夫

年 ４組 １９ １５ ３４ 板 垣 功
百 瀬 和 弘

５組 １７ １５ ３２ 藤 田 要 子

６組 １９ １５ ３４ 谷 口 定 夫

計 １１２ ８９ ２０１

１組 １８ １６ ３４ ◎大 島 明 人
３ 蠣 﨑 裕 子

２組 １８ １６ ３４ 中 嶋 亮
梅 津 桂 子

３組 １８ １６ ３４ 仲 江 徹
年 新 井 美 孝

４組 １９ １６ ３５ 工 藤 彰 浩
小 池 晶 子

計 ７３ ６４ １３７

総 計 ３０５ ２３９ ５４４ 1年１１名、２年１０名、３年８名 講師４名



３ 部活動

＜運動部＞ ＜文化部＞
部 活 動 名 顧 問 名 部 活 動 名 顧 問 名

野 球 中嶋、荒井、渡邉隆 吹 奏 楽 渡邊和

男女バスケットボール 富森、工藤、杉山校長、 三 味 線 増田副校長、仲江

女子バドミントン 瀬尾、藤田 美 術 石渡

水 泳 板垣 理 科 谷口

陸 上 猪狩、百瀬 演 劇 丸山、宮本

ソフトテニス 野呂、梅津、宮本 アナウンス 蠣﨑

男女バレーボール 立矢、大島、上河

Ⅴ資料

敷地面積５．５４３㎡・校庭面積２．４００㎡

玄関 保健室
主
事
室

被服室

技術室

調理室給食室

P
T

A

室

倉
庫

体育

用具

準
備
室

準
備
室

職員室校長室

３ー４
ｸﾞﾘｰﾝ
ﾙｰﾑ

会議室 図書室
研
修
室

事
務
室

配
膳
室

Ｗ

男

Ｗ

女

Ｗ

男

Ｗ

女

Ｗ

女

Ｗ

女

Ｗ

女

Ｗ

男

Ｗ

男

Ｗ

男

更
衣
室

更
衣
室

相談

放送

美術室視聴覚室
準
備
室

準
備
室

第１理科室 第２理科室

２ー１ ２ー２

配
膳
室

配
膳
室

１ー１ １ー２

生
徒
会

体育

用具

第１体育館

第２音楽室 第１音楽室

体育館吹き抜け

浅中ホール
準
備
室

準
備
室

資
料
室

電
気
室

備蓄

倉庫

第２体育館

倉
庫

プール

器

具

機械室

器具室

器
具
室

更衣室

更衣室

更衣室

更衣室

更衣室

更衣室

更衣室

準
備
室

資
料
室

Ｗ Ｃ

管理室

体育館吹き抜け

パソコン室
保
管
庫

第２

ﾒﾓﾘｱﾙ
ﾎｰﾙ

資
料
室
会議室

玄関

舞

台

準
備
室

印
刷

室

１ー３

１ー４

２ー３

２ー４

３ー２ ３ー３３ー１

１ー６ １ー５

東京都立蔵前工業高校

学習室

２ー５２ー６



周 辺 地 図

旧通学区域は、浅草寺周辺を北限、ＪＲ総武線浅草
橋駅付近を南限とし、隅田川に沿って南北に長く広が
っていました。台東区では平成１５年度から学区とし
ては残しますが、学校自由選択制となっています。

交 通
ＪＲ総武線・浅草橋駅 （徒歩７分）
都営浅草線・蔵前駅 （徒歩６分）
★ＪＲ総武線浅草橋駅東口 徒歩７分
→ＪＲ総武線を背にして江戸通りを浅草方面へ、
須賀橋交番を右折し直進左側

★都営浅草線浅草橋駅Ａ６出口 徒歩６分
→ＪＲ総武線を背にして江戸通りを浅草方面へ、
須賀橋交番を右折し直進左側
★都営浅草線蔵前橋駅Ａ１出口 徒歩６分
→蔵前橋通りに出て、蔵前警察署の脇道を南進し、
蔵前神社を左折し直進左側

浅草中周辺の航空写真 運動会・組体操

校章について
真ん中に浮き出す「Ａ」の文字は、浅草のイニシャルであり、
併せてエースのＡに通じ、常に一流をめざす気迫が込められている。
そのＡを背後から覆う５枚の羽は、未来に向かって力強く飛翔する
様子を表している。
その一枚一枚には、次のような思いも込められている。
中国の「漢書」の中の「五常」（人が常に行うべき５つの道）の
精神を校訓としてとり入れている。
即ち、 仁ー思いやりの心を持つ。

義ーきまりを守り規律正しくする。
礼ー礼儀作法を重んじる。
智ーしっかりと勉強し学力を身につける。
信ー互いに信頼し合い仲よくすることを期待する。


